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■７０ｍ先の直径６.1шの的に矢が当たる！？

　アーチェリーは元々イギリスで誕生して以来、

主にアメリカで発展し、現在ではオリンピック

の正式種目として世界中の人々に愛されている

スポーツ。2004年のアテネオリンピックにおけ

る山本選手の活躍は記憶に新しいところでしょう。 

 競技そのものは単純明快で、的に向かって矢を

放ち、矢の刺さった箇所の点数を競います。 

　国体では、ターゲット（標的）という競技規

則で行なわれ、７０ｍ先の直径１２２㎝の的に向

かって矢を射ります。 

　的には１０段階に点数が分けられていて、真中

の１０点の直径は６．１㎝。肉眼では見えないほど

の大きさです。個人戦は１人72射の合計点で競

われ、団体戦は３人で１チームを編成し、27射

の合計点を競うトーナメント方式で競われます。 

■成年男女及び少年男女に計７６チームが参加 

　出場するのは、成年男女が９ブロックから各２

３チーム、少年男女が各１３チーム。これに秋田

県から１チームづつが加わり、計７６チームが各

種目で勝敗を競います。 

■集中力が決め手となるアーチェリー

　アーチェリーは自然が相手となるので、風を

読んで風を味方に精神の集中度をぎりぎりまで

高める緊張感が見所となります。 

　集中力を高めるために会場では大きな歓声を

上げたりできませんが、大勢の観客は選手の励

みになります。期間中は、アーチェリー会場に

もぜひ多くの市民の皆さんに足を運んでいただ

くようお願いいたします。 

アーチェリー

期間◇１０月５日−１０月７日

会場◇阿仁吉田特設アーチェリー競技場

 

■規定時間内に到達距離を競うクライミング

　クライミング競技は、約１５ｍの人工の壁を「ホ

ールド」という人工の手がかり、足がかりを利用

してよじ登り、限られた時間内（予選６分、決勝

７分）で到達高度を競います。 

　競技中は、ザイル（命綱）で選手を確保して

いるため落下しても安全ですが、観客は「落ちる・

落ちる」とハラハラ・ドキドキ。どのルートを

登るかの判断力が勝敗のカギとなるスリリング

な競技です。 

■壮観！高さ１５ｍのクライミングボード 

　この人工の登はん壁「クライミングボード」は、

森吉スポーツ公園（森吉支所南側）に５月頃設置

される予定です。 

　競技は、軽快な音楽を背景に、ＤＪ（ディス

クジョッキー）による紹介で選手が登場する独

特のムードの中で行われます。 

　ビル３階ほどに相当する逆勾配のボードを素

手で登る迫力には圧倒されます。 

期間◇９月３０日−１０月２日

会場◇森吉スポーツ公園

 

山岳（縦走）山岳（クライミング）

期間◇９月３０日−１０月１日

会場◇森吉山特設コース

 
森吉山特設コースが会場となる山岳縦走競技

■「縦走」「クライミング」の２種目で競う山岳競技

　国体で行われる山岳競技は、決められた地点か

ら一定の重量の荷物を背負い、いかに早くゴール

するかを競う「縦走競技」と人工の岩壁を決めら

れた時間内に自分の手足のみで登り、その到達高

度を競う「クライミング競技」の２種目の合計点

で競われます。 

　参加するのは、成年男子が４７チーム。少年男

子が１６チーム。成年女子と少年女子がそれぞれ

１５チーム。競技は３人が１チームとなり、縦走

とクライミングに２人、うち１人が両方に出場

します。 

■重りを背負って山を走る過酷な競技「縦走」

　「登山」のイメージとは異なり、いわば「重り

を背負って山を走り、指定時間内にゴールを目

指すマラソン」。成年男子で１７㎏、成年女子と

少年男子で 1２㎏、少

年女子で８㎏の重りを

背負い（何を入れても

よいが、スタートとゴー

ルで重量を計測します）、

１００分の指定時間内

を上限に延長７.２㎞、

高度差６０１mのコー

スでタイムを競います。 

　スタート地点は妖精

の森駐車場付近。ゴー

ルは森吉スキー場リフ

ト山頂駅舎付近に設定

されています。 
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命綱を付けてはいるものの、高くなるほど勾配が厳し

くなる登はん壁を登る姿にはらはらするクライミング

県内でも有数の施設・阿仁吉田特設アーチェリー会場

の位置は、国道105号線・阿仁かざはり苑入り口を入る。

■全国から１０１チームが参加

　フェンシングは、剣を持った選手が１対１で時

間内に互いを攻撃し、相手を突いた数を競う競技。

剣の違いによって「フルーレ」「エペ」「サーブ

ル」の３つの種目に分かています。 

　国体では、成年男子３種目の団体戦（１チーム

３人編制）と成年女子及び少年男女フルーレの団

体戦が実施されます。 

　出場チーム数は、成年男子が４７チーム。成年

女子と少年男女は、それぞれ全国９ブロックから

の１７チームに、秋田県を加えた１８チーム。合

計で、１０１チームが参加します。 

■各種目の特徴 

【フルーレ】‥成年男女・少年男女 

　フェンシングではもっとも基本的な種目。攻撃

をするためにアクションを起こした選手が｢攻撃

権｣を取り、有効面を突いたら得点になります。

この｢攻撃権｣を取ったり、取り戻したりして試合

が進みます。 

【エペ】‥成年男子のみ 

　｢攻撃権｣はなく、先に相手を突いた方に得点が

入るスピード感のある種目。素早い突きが要求さ

れるため、張り詰めた緊迫感が感じられるところ

が見どころです。 

【サーブル】‥成年男子のみ 

　馬上で行う軍刀術が、この種目の起源。フルー

レと同じように｢攻撃権」があります。他の２種

目とは異なり､｢突き｣よりも、｢斬り｣が主体とな

ります。 

フェンシング

期間◇１０月５日−１０月９日

会場◇合川体育館

１０１チームが参加するフェンシング競技
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